
花いっぱい運動すすめて明るい郷土

危瞼個所を再点険

水の犠牲者を0に

　暑い夏のおとずれとともに、子

供の水遊びが多くなります。

　町内でも、このところ毎年のよ

うに水の犠牲者があり、しかも中

学生以下の子供たちばかりです。

　過去3年間の統計から、県内の

子供の水死事故と交通事故を比較

してみると、幼児と小学生の場合

は、水死が63名、交通事故が39名

と倍に近い数字を示しています一

　特に幼児は、家周辺の小溝や用

水路、庭の池、風呂の残り水とい

った大人が思いもっかないような

場所で死亡しています、

　子供を火の事故から守るため、

危険な場所などに立看板を立てて

注意をよびかけていますが、保護

昔や大人がふだんから充分注意し

て、もう一度家の周辺や危険な場

所をよく点検しておきまし柔う，

夏雲はまろき環をなし富士が嶺を
昭和53年 7月号第325号

発行東郷町役場・編集／企画開発課

ゆたかに巻きて真白なるかも

牧　水



（2）

町報とうこう

占
一

塁を？
r　　　　　　P　r　　　　　　，　噸　　　　　　P　雪　　　　　　7　●

定の場所へ：

投
日

・nw
H」

」
，
、

　
じ
‘

不法1
ハ　　　ちゆ　　ロ　　　ドじ

決：ま：つた：臼

・
“

幸なi

一
十
ひ
”

‘目
ミ
、
∵

、
　
，
　
6

∴
コ
．
臼

　
町
て
は
、
五
十
一
年
四
月
か
ら
コ
ミ

の
収
集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
．

　
収
集
の
方
法
は
、
「
燃
え
る
コ
ミ
と
燃

え
な
い
コ
ミ
に
区
別
し
、
町
指
定
の
袋

に
入
れ
、
必
ず
収
集
日
の
午
前
七
時
三

f
分
頃
か
ら
八
時
三
十
分
頃
ま
で
に
決

め
ら
れ
た
場
所
に
出
す
」
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
．
．
決
め
ら
れ
た
時
間
よ
り
早

く
出
す
と
犬
や
猫
か
あ
さ
う
付
近
の
人

た
ち
に
迷
惑
か
か
か
る
う
え
、
美
襯
を

そ
こ
な
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
き

い
。

ま
だ
あ
る
不
法
投
棄

　
収
集
か
始
め
ら
れ
て
か
ら
は
、
町
内

も
一
段
と
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
青
年
団
、
各
地
域

の
美
化
奉
仕
作
業
も
か
な
つ
実
施
さ
れ

以
前
の
よ
う
な
不
法
投
棄
は
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
少
し
入
り
込
ん
だ
旧
道

や
川
辺
に
は
ま
た
不
法
投
棄
が
見
う
け

ら
れ
ま
す

　
町
が
五
卜
二
年
駐
に
要
し
た
コ
ミ
処

理
経
費
は
、
収
集
費
用
を
含
め
て
約
一

応
八
百
万
円
に
も
な
っ
て
い
ま
す
　
こ

れ
は
町
民
す
へ
て
か
税
に
よ
一
・
て
負
相

す
る
わ
ナ
て
す
か
ら
、
不
法
投
棄
と
い

う
皿
不
心
得
者
一
よ
許
さ
れ
ま
せ
ん

　
も
ち
ろ
ん
、
す
＼
て
町
民
に
よ
る
も

の
て
あ
る
と
よ
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
、

今
後
こ
の
よ
う
な
一
部
の
悪
質
者
に
対

し
て
は
、
取
締
当
局
と
連
絡
を
図
り
な

か
ら
警
告
ま
た
は
告
発
を
行
な
う
方
釧

て
す
。
ま
た
、
町
内
で
不
法
投
棄
を
見

か
す
た
と
斗
、
・
は
、
す
く
に
車
の
ナ
ノ
バ

ー
そ
の
他
を
日
向
警
察
署
環
境
保
全
係

ま
た
は
役
場
住
民
課
に
通
報
し
て
く
セ

き
い

　
コ
ミ
の
不
法
投
棄
を
や
め
て
、
み
ん

な
て
明
る
い
住
み
よ
い
町
つ
く
う
を
拍

進
し
ま
し
レ
｝
う

O

0

見かけたら

　　ナンバーなどの

　　　　通報　を

　　　　　　　冴婁

…纏
　釜
＼、し、い　5，

O

　o
例

（
住
民
課
）

一
般
こ
み
（
毎
週
）

月
・
木
曜
日

月
　
　
曜
　
　
日

k
・
金
曜
日

尺
　
　
曜
　
　
日

水
　
　
曜
　
　
日

収
　
　
集
　
　
区
　
　
域

出
口
、
仲
野
原
一
、
二
、
・
．
．
、
福

置
土
、
下
村
、
鶴
野
内
（
前
田
、

中
水
流
、
住
宅
、
下
付
、
た
T
野

ド
、
沢
潟
）
、
八
重
原
全
域

広
輻
、
昌
川
、
鶴
野
内
（
卜
村
、

中
山
、
大
丁
野
卜
）
、
迫
野
内
全

域
、
田
野
全
域

小
野
田
全
域
（
入
谷
を
除
く
）
羽

坂
、
硯
野
、
寒
露
貫
流
、
口
争
遭
、

下
仲
頼
、
久
居
原
、
野
与
、
崎
、
石

原
、
本
材
、
市
谷
原
、
演
武
ノ
木

力
尻
、
小
長
野
、
深
瀬
、
樋
田
、

幽
谷
、
下
水
流
、
深
谷
、
赤
井
笠
、

一
野
原
、
仲
崎
、
市
谷
川
崎
、
頼

平
、
越
表
、
下
渡
川
全
域

寺
追
全
域

危
険
物
等

　
（
鯨
目
）

第
一
．
木
曜
日

第
一
．
一
癖
曜
日

第
三
水
曜
日

町回とうこう（3）

移

動

　
戦
没
者
の
遺
族
・
戦
傷
病
者
お
よ
一
、
）

旧
軽
人
軍
属
等
の
皆
↓
・
、
ん
を
対
象
に
慰

給
・
扶
助
料
・
年
金
お
よ
一
、
）
特
別
弔
慰

金
・
．
ご
て
つ
い
て
の
移
動
絹
談
か
開
か

叡
ま
丁

戦
没
者
遺
族

▼
ギ
人
・
軍
属
ま
た
は
準
声
属
（
動
員

W、

v
徒
。
徴
用
工
な
と
）
と
し
て
の
動
務

こ
関
達
し
て
死
亡
ル
・
・
れ
た
方
の
遺
族
に

二
侭
、
修
扶
助
料
・
三
族
任
金
・
遺
族
給

与
金
・
弔
慰
金
お
よ
一
、
し
特
別
給
“
金
’
、

二
の
支
給
制
匿
か
あ
り
ま
す

▼
二
二
事
変
（
昭
和
重
任
九
月
十
八
日
）

以
後
に
戦
凌
き
れ
た
方
て
、
昭
和
五
十

に
ゴ
．
弓
ご
ヨ
一
日
ま
て
に
公
務
扶
助
料

ゐ
遺
族
年
金
・
遺
族
給
付
金
等
を
受
ナ

る
遺
族
か
h
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
に

ま
、
戦
没
各
の
妻
・
エ
」
　
父
母
・
孫
・

社
父
母
　
兄
弟
姉
妹
二
一
．
親
等
内
の
親

以
の
う
ち
先
順
位
の
方
に
特
別
弔
慰
金

（
二
」
1
万
円
の
国
庫
債
券
）
か
支
給
ふ
、
」

れ
ま
す
．

戦
傷
病
者

▼
軍
人
・
軍
属
ま
た
は
準
軍
属
（
動
員

学
徒
・
徴
用
1
な
と
）
と
し
て
の
勤
務

に
関
運
し
て
二
一
・
、
病
し
、
そ
の
傷

害
か
残
っ
て
い
る
方
に
は
傷
病
因
い
給
・

障
害
伊
金
の
支
給
・
国
鉄
乗
車
券
引
換

証
の
山
父
仔
・
療
食
給
平
な
と
の
制
度
か

薄

恥欣

あ
》
ま
す

▼
戦
傷
病
者
の
妻
に
も
特
別
給
付
金
の

支
給
測
度
か
あ
う
ま
す

元
軍
人
・
軍
属

▼
普
通
恩
給
年
限
に
達
し
な
い
方
て
、

軍
人
と
し
て
の
引
き
続
く
実
在
職
益
か

三
年
以
上
（
七
年
未
満
）
あ
る
行
に
は

一
時
因
い
給
か
支
給
き
れ
ま
す

　
た
た
し
、
す
て
に
一
時
恩
給
を
受
ナ

た
方
こ
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

▼
悌
日
涌
肥
因
い
仏
和
　
（
怯
助
料
）
　
又
唖
口
一
薩
門
閃
い

給
（
扶
助
料
）
に
該
当
し
な
い
者
て
、

軍
人
と
し
て
の
実
存
職
任
を
合
算
し
た

年
数
が
三
缶
以
上
あ
る
方
（
軍
人
と
し

て
の
在
職
年
を
退
職
年
金
等
に
算
入
し

た
者
は
除
く
）
に
は
、
昭
和
九
↑
一
、
一
托

↑
月
か
ら
一
律
に
一
万
五
団
円
の
↓
時

金
か
支
給
ふ
・
・
れ
ま
す

▼
山
口
十
五
歳
以
一
の
並
目
通
卜
い
給
ボ
又
倣
和
セ
百

と
傷
柄
因
い
給
受
給
者
お
よ
畔
、
）
妻
や
了
と

し
て
の
扶
助
料
受
給
者
に
よ
加
算
任
を

合
算
し
セ
計
数
の
額
の
旨
い
給
や
扶
助
料

か
支
給
き
れ
る
の
て
改
定
手
続
玉
、
が
必

要
て
す
。

　
た
セ
し
、
加
算
年
を
加
え
て
も
最
低

保
障
額
を
超
え
な
い
場
合
は
改
定
の
効

果
か
な
い
の
て
手
続
玉
、
・
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん

▼
元
外
国
政
府
職
員
、
外
国
特
殊
法
人

　
（
満
鉄
・
華
北
交
通
等
）
外
国
特
殊
機

関
（
協
和
会
・
公
社
等
）
の
職
員
以
ヒ

（
雇
員
・
準
職
員
は
含
ま
な
い
）
と
し

て
の
存
職
期
間
は
一
定
の
条
件
の
も
と

に
軍
人
伝
い
給
の
在
職
期
間
に
通
算
斗
、
」
れ

ま
す

▼
各
種
共
済
年
金
に
軍
人
・
軍
属
の
在

職
年
お
よ
べ
）
加
算
任
数
を
通
算
す
る
た

め
に
は
軍
歴
証
明
か
必
要
て
す

　
軍
歴
証
明
を
受
ナ
る
場
合
は
履
歴
申

）
対
日
と
写
歴
を
拙
悪
て
き
る
資
料
の
提

出
か
必
要
て
す

未
帰
還
者
の
家
族

▼
終
戦
後
、
外
地
か
ら
ま
た
帰
還
し
で

い
な
い
乃
に
つ
い
て
は
内
地
の
家
族
か

ら
届
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

▼
終
戦
前
か
ら
中
国
に
居
住
し
て
い
る

日
本
婦
人
て
墓
参
な
こ
の
た
み
に
終
戦

後
ま
し
め
て
一
時
帰
国
き
れ
る
方
は
、

往
復
の
旅
費
の
支
給
か
う
げ
ら
れ
ま
す

移
動
相
談
の
日
時
・
場
所

　
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
県
障
害
援

護
課
て
つ
き
の
と
お
り
移
動
相
談
を
行

な
h
ま
す
の
て
、
該
当
さ
れ
る
方
よ
相

談
き
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す

　
な
わ
、
こ
の
椙
談
は
当
町
て
は
開
解

き
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
記

▼
日
時
　
七
月
二
十
六
日
　
午
前
九
時

　
　
　
　
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
ま
て

▼
場
所
　
日
向
市
役
所
二
階
会
議
室

▼
対
象
地
区
東
郷
町
、
日
向
市

臨
時
生
活
福
祉
給
付
金

　
最
近
の
社
会
経
猶
に
基
づ
き
、
昭
和

乱
卜
二
帰
属
の
所
得
税
の
特
別
減
税
に

対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
福
祉
年
金
、

児
重
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

な
と
の
受
給
者
に
対
し
そ
の
生
湯
の
安

定
と
福
祉
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
臨

時
特
例
の
措
置
と
し
て
、
臨
時
生
盾
福

祉
給
付
金
か
一
人
に
つ
い
て
六
干
円
支

給
き
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

受
給
対
象
者

一
、
給
付
金
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月

一
日
に
お
い
て
次
に
か
か
げ
る
六
月
分

の
墨
金
ま
た
は
手
当
の
受
給
者
て
す
。
．

8
　
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
障
害
福

祉
年
金
、
母
子
福
祉
白
金
、
準
母
子

福
祉
年
金
ま
た
は
老
令
福
祉
年
金

口
　
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児

童
扶
養
手
当

日
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
に
係
る
障
害
児
お

よ
び
福
祉
f
耳

許
　
原
子
曝
弾
被
曝
者
に
対
す
る
特

別
措
置
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特

別
手
当
、
健
康
管
理
手
当
ま
た
は
保

健
手
当

二
、
一
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
昭
和

五
十
三
年
六
月
一
日
に
わ
い
て
、
次
の

い
す
れ
か
に
該
当
す
る
人
て
ま
給
付
金

は
支
給
き
れ
ま
せ
ん

　
e
　
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
｝
．
－

　
里
親
に
委
託
き
れ
て
い
る
者

　
口
　
生
盾
保
護
法
に
規
走
す
る
被
保

　
星
占

　
口
　
社
会
福
祉
事
業
法
に
規
冠
す
る

　
社
会
福
祈
施
設
ま
た
は
こ
れ
こ
類
す

　
る
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者

　
四
　
ら
い
予
防
法
の
規
定
に
基
づ
｝
．
・

　
援
護
を
受
け
て
h
る
者

　
面
　
老
人
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く

　
施
設
入
所
者

．．

A
一
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
昭
和

五
十
二
年
分
所
得
税
の
特
別
減
税
頷
か

六
千
円
以
上
に
な
る
人
に
つ
い
て
は
、

こ
の
給
付
金
は
支
給
き
れ
ま
せ
ん
．
（
特

別
減
税
額
か
六
二
円
未
満
の
人
は
、
六

干
円
か
ら
特
別
減
税
額
を
控
除
し
た
額

を
支
給
し
ま
す
）

支
給
方
法
と
申
請

　
給
付
金
の
支
給
事
務
は
町
長
に
委
託

き
れ
ま
す
か
ら
支
給
対
象
者
は
そ
の
請

求
、
受
領
事
務
を
町
長
に
委
任
す
る
こ

と
に
な
う
、
町
で
は
現
在
、
支
給
対
象

者
名
簿
、
請
求
書
、
代
理
受
領
委
任
状

な
ど
の
書
類
を
整
備
中
で
す
．

　
支
給
対
象
者
は
、
給
付
金
支
給
申
請

書
（
委
任
状
）
を
町
長
に
提
出
し
な
ナ

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
請
手
続
き
は
、

印
か
ん
を
携
行
し
、
昭
和
五
十
三
年
七

月
二
十
日
ま
で
に
住
民
課
福
二
係
て
す

ま
せ
て
く
セ
き
い
．
　
　
　
（
住
民
課
）



、
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献血予約登録を

　
献
血
者
は
年
々
増

え
て
い
る
と
は
い
う

も
の
の
、
時
に
は
血

液
が
不
足
し
て
、
轍

面
し
た
く
て
も
で
き

な
い
と
い
う
事
態
が

し
ば
し
ば
発
生
し
ま

す
。
あ
る
い
は
、
ご

く
　
般
的
な
型
の
血

液
な
ら
あ
る
が
、
何

千
人
に
「
人
と
い
っ

た
血
液
に
な
る
と
、

ス
ト
ッ
ク
が
な
い
場

合
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
、
献
血
の
意
思
の
あ

る
入
が
、
あ
ら
か
じ
め
血
液
セ
ン
タ

ー
に
名
前
、
年
齢
、
血
液
型
、
住
所
、

電
話
番
号
な
ど
を
登
録
し
て
お
け
ば
、

セ
ン
タ
ー
で
は
”
非
常
招
集
”
を
か

け
て
採
血
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け

で
す
。
こ
の
制
度
を
「
献
血
予
約
登

録
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
最
近
は
、
血
液
の
中
の
赤
血

球
と
か
血
小
板
と
か
、
必
要
な
成
分

だ
け
を
取
り
出
し
て
輸
血
す
る
こ
と

が
よ
く
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
は
採
血
し
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
血

液
で
な
い
と
だ
め
で
、
前
も
っ
て
献

血
さ
れ
た
血
液
で
は
役
に
立
ち
ま
せ

ん
。
献
血
予
約
登
録
者
の
必
要
性
は

そ
の
意
味
で
も
高
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

　
し
か
し
、
現
在
の
登
録
者
数
は
全

国
で
わ
ず
か
五
万
人
、
欧
米
先
進
国

に
比
べ
る
と
は
る
か
に
低
い
数
字
で

す
。　

献
血
を
依
頼
さ
れ
る
の
は
年
に
二

回
程
度
、
採
血
基
準
に
適
合
す
る
人

な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
か
ら
、

す
す
ん
で
献
血
予
約
登
録
を
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

血液代金は戻ってくる

f
液
代
金
を
お
返

　
　
　
　
　
つ

し
し
て
い
ま
す
し
と

い
う
次
の
支
面
の
ポ

ス
タ
ー
を
一
病
院
な

ど
で
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
一
－
。

「
血
液
セ
ン
タ
ー
か

ら
供
給
さ
れ
る
血
液

は
、
結
果
的
に
す
べ

て
無
料
に
な
り
ま
す
。

輸
血
を
う
け
、
医
療

機
関
に
血
液
代
金
を

支
払
っ
た
す
べ
て
の

へ
に
、
自
己
負
担
分

〔
保
険
で
給
付
さ
れ

な
い
金
額
）
ウ
一
お
返

し
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
申
請
用
紙

は
、
各
医
療
機
関
、
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
L

　
こ
れ
は
、
血
液
代
金
自
己
負
担
金
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戻，てくるのよ

騨1・

貧
．
営
）

陳

給
付
制
度
と
い
っ
て
、
四
十
九
年
四

月
か
ら
国
の
補
助
を
受
け
て
始
め
ら

れ
ま
し
た
。
　
一
般
の
人
か
ら
無
償
で

提
供
さ
れ
た
血
液
な
の
で
す
か
ら
、

代
金
を
支
払
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
し
か
し
、
病
院
に
よ
っ
て
は
ポ
ス

タ
ー
を
は
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
申

請
用
紙
を
患
者
に
渡
さ
な
い
所
も
あ

っ
て
、
必
ず
し
も
徹
底
し
て
は
い
な

い
よ
う
で
す
。
五
十
一
年
中
に
給
付

さ
れ
た
総
額
は
約
七
億
八
千
二
百
万

円
で
し
た
。
中
に
は
、
。
輸
血
を
受
け

た
だ
け
で
満
足
な
の
だ
か
ら
、
給
付

は
返
上
す
る
と
い
う
人
も
い
る
よ
う

で
す
が
、
給
付
を
希
望
す
る
人
は
遠

慮
な
く
申
請
す
る
こ
と
で
す
。
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
病
院
の
会
計
窓
口

な
ど
に
問
い
合
わ
せ
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。

み
ん
な
の
力
で

寺
迫
組
合
の
公
民
館
が
完
成

　
寺
手
首
寺
迫
組
合
（
組
合
長
高
野
幸

俊
さ
ん
。
3
1
世
帯
）
の
公
民
館
が
完
成

し
、
六
月
十
七
日
に
落
成
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
公
民
館
は
、
　
↓
三
二
⊃
平
方
冥
の
敷

地
に
建
物
面
積
；
三
平
方
溺
の
木
造

平
屋
建
て
で
す
が
、
六
六
平
方
督
の
集

会
室
．
（
ス
テ
ー
ジ
付
）
、
一
へ
，
〕
帖
の
和

室
、
十
二
平
方
層
の
調
理
場
な
ど
を
備

え
た
立
派
な
も
の
で
す
，

＼

〆
粕1

　
こ
れ
ま
で
の
公
民
館
が
古
く
な
り
．
狭

い
う
え
に
駐
車
場
も
な
く
不
便
な
た
め

に
、
新
し
く
造
り
直
そ
う
と
い
う
気
運

が
志
ま
一
・
て
、
　
「
煮
抜
組
合
公
民
館
建

設
委
員
会
（
委
員
長
海
野
竹
雄
斗
・
・
ん
）
」

を
設
置
、
委
員
逸
名
を
選
出
し
て
今
年

の
一
月
初
め
に
第
一
回
の
会
合
を
翼
翼
、
・

ま
し
た
．
、

　
そ
の
後
、
敷
地
、
設
計
、
工
事
費
な

ど
の
検
討
を
重
ね
、
敷
地
に
寺
迫
小
学

校
跡
の
町
有
地
を
借
受
け
る
こ
と
が
決

定
し
た
あ
と
敷
地
造
成
工
事
と
建
物
の

建
築
工
事
に
着
工
。
．
五
月
四
日
に
棟
上

げ
し
て
六
月
五
日
に
完
成
し
た
も
の
で

す
．
、　

工
事
二
六
（
園
）
万
円
は
、
各
家
庭
か

ら
平
均
三
万
円
の
寄
付
と
農
協
か
ら
の

借
入
れ
、
区
か
ら
の
繍
助
、
寺
迫
納
税

組
合
が
蓋
田
え
て
い
た
納
税
報
償
金
を
充

て
て
い
る
ほ
か
、
各
家
庭
か
ら
平
均
十

三
日
出
役
を
し
て
天
井
を
自
分
た
ち
の

手
で
張
っ
た
り
、
敷
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
擁

壁
を
積
み
あ
げ
る
作
業
を
す
る
な
ど
、

文
字
ど
お
り
み
ん
な
の
手
で
つ
く
り
あ

げ
た
も
の
だ
け
に
組
合
員
の
よ
ろ
こ
州
、
冒

も
ひ
と
し
お
で
、
こ
の
地
区
の
団
結
の

力
強
き
を
示
し
て
い
ま
す
．
、

　
落
成
式
当
日
は
、
組
合
長
あ
い
き
つ

．
の
あ
と
、
建
設
委
員
長
の
経
過
報
告
、

来
賓
祝
辞
、
建
設
功
労
者
へ
の
感
謝
状

言
口
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
地
区
の
婦
人

会
員
に
よ
る
舞
踊
が
落
成
式
に
は
な
を

添
え
ま
し
た
、
．

　
参
列
し
た
人
の
な
か
に
は
、
昔
こ
の

地
で
学
ん
だ
人
も
い
る
た
め
、
教
育
に

ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
に
地
区
社
会
教
育

の
拠
点
と
な
る
公
民
館
が
完
成
し
た
こ

と
に
感
概
深
げ
な
よ
う
す
が
う
か
が
わ

れ
ま
し
た
．

進増の力体

睦親の互相

思
の
町
婦
協
バ
レ
ー
大
会

　
第
一
回
町
婦
協
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
八
月
六
日
に
開
催
き
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
本
町
婦
人
活
動
の
一

環
と
し
て
会
員
の
健
康
と
体
力
の
増
進

を
図
る
と
と
も
に
相
互
の
親
睦
を
深
め

婦
人
団
体
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
郡

大
会
の
予
選
を
兼
ね
て
行
な
わ
れ
る
も

の
で
す
。

　
大
会
要
項
は
つ
ぎ
の
と
お
り

日
　
　
時
　
八
月
六
日
　
八
時
三
十
分

会
　
　
鳩
　
町
中
央
公
民
館

参
加
資
格
　
町
婦
人
会
会
員

チ
ー
ム
編
成
　
各
公
民
館
一
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
ニ
十
歳
代
　
三
人
　
赤

　
　
　
　
　
　
三
十
歳
代
　
四
人
　
白

　
　
　
　
　
　
四
十
歳
代
　
二
人
　
青

　
　
　
赤
・
白
・
青
は
ハ
チ
マ
キ
の
色

　
　
た
だ
し
、
年
ム
ロ
の
く
り
下
げ
（
例

　
五
十
代
↓
四
十
代
）
は
認
め
る
．
．

　
　
補
欠
の
人
数
は
限
定
し
な
い
。

審
判
員
　
主
審
・
副
審
は
事
務
局
で
確

　
保
す
る
が
、
線
審
・
得
点
係
は
、
次

　
の
試
合
を
す
る
チ
ー
ム
か
ら
各
三
名

　
つ
つ
出
す
。

競
技
方
式
　
九
人
制
（
ロ
ー
テ
イ
シ
ヨ

　
ン
な
し
）
　
A
・
B
ニ
パ
ー
ト
の
リ

　
ン
ク
方
式
　
三
位
決
定
斜
な
し

　
▽
同
成
績
の
場
合
の
判
定
方
法

　
　
〔
↓
セ
ッ
ト
率
　
（
景
得
点
率
　
再
試

　
　
合
は
し
な
い

　
▽
コ
ー
ト
等
の
規
格

　
　
ネ
ツ
ト
ニ
観
五
靴
、
、

　
　
コ
ー
ト
　
九
層
×
十
八
督

　
　
ボ
ー
ル
　
四
号

当
日
の
役
割
　
受
付
　
進
行
（
全
体
）

　
接
待
　
記
録
（
A
・
B
パ
ー
ト
）

　
場
内
整
理

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

規
則
正
し
い
生
活
を

　
　
　
　
　
　
”
非
行
の
芽
”
は
早
く
つ
み
と
ろ
う

一
〇
〇
〇
冊
を
配
本

輪
騙

翌
翌
き

　
　
．
犠
「
盛

襲
群
蕪

＼
壁
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町
中
央
公
民
館
の
図
書
室
が
整
備
充

実
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
教
育
委
．
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
町

中
央
公
民
館
の
図
書
室
に
県
立
図
書
館

か
ら
一
〇
〇
〇
冊
の
図
書
を
借
り
受
け

て
図
書
室
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
、
矢
野
善
助
氏
、
塩
月
儀
市

氏
、
故
高
森
為
市
氏
の
寄
贈
本
と
あ
わ

せ
て
蔵
書
数
も
五
〇
〇
〇
冊
を
こ
え
、

ご
利
用
い
た
だ
く
方
が
た
の
期
待
に
こ

た
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　
図
書
室
は
、
冷
暖
房
も
完
備
し
て
い

る
た
め
、
受
験
生
や
小
中
学
生
の
学
習

に
も
利
用
で
き
ま
す
し
、
図
書
の
貸
出

し
も
し
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
の
勉
強
な
ど
お
気
が
る
に
ご

利
用
く
だ
き
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

”
非
行
の
季
節
”
か
ら
子
供
を
守
る

た
め
に
は
、
保
護
者
は
子
供
の
よ
き

相
談
相
手
と
な
っ
て
、
家
族
全
員
が

話
し
合
う
機
会
を
出
来
る
だ
け
多
く

持
ち
、
日
ご
ろ
か
ら
相
互
理
解
を
深

め
る
努
力
が
大
切
で
す
。

　
夏
休
み
中
は
、
と
く
に
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〔
生
活
の
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
〕

　
盆
踊
り
や
花
火
大
会
な
ど
夜
間
の

野
外
行
事
が
多
く
、
夜
遊
び
の
ク
セ

が
つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

昼
間
は
暑
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
生
活

パ
タ
ー
ン
は
．
夜
型
’
に
な
り
が
ち

で
す
。
こ
の
よ
う
な
生
活
の
リ
ズ
ム

は
、
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
も
す
ぐ
に

直
り
に
く
く
、
学
校
ぎ
ら
い
や
家
出

に
結
び
つ
き
、
非
行
化
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　
第
　
に
、
子
供
の
生
活
リ
ズ
ム
を

崩
さ
な
い
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
、

家
族
全
員
が
規
則
正
し
い
生
活
を
心

が
け
る
こ
と
で
す
．

　
〔
生
活
態
度
、
服
装
、
持
ち
物
な

ど
に
注
意
す
る
〕

　
海
、
山
で
の
キ
ャ
ン
プ
や
ド
ラ
イ

ブ
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
　
”
豊
富
’

な
自
由
時
間
を
背
景
に
、
新
し
い
仲

間
と
知
り
合
う
機
会
が
ふ
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
友
達
と
の
付
き
合
い
を

通
し
て
、
仲
間
意
識
か
ら
く
る
“
も

た
れ
合
い
”
の
ほ
か
好
奇
心
も
手
伝

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
非
行
に
走
る
ケ

ー
ス
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

　
非
行
の
芽
は
｝
刻
も
早
く
つ
み
と

る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
そ
の
た
め

の
早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
目

安
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

　
◎
警
察
の
こ
と
を
「
サ
ツ
」
と
い

っ
た
り
、
周
囲
に
は
分
か
り
に
く
い

隠
語
を
使
う
こ
と
は
な
い
か
。
あ
る

い
は
言
葉
づ
か
い
が
乱
暴
に
な
っ
て

　
ロ
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
む

㌧
な
し
カ

　
◎
家
の
人
に
行
き
先
を
言
わ
ず
に

外
出
し
た
り
、
帰
宅
時
刻
が
不
規
則

に
遅
く
な
っ
た
り
し
な
い
か
。

　
◎
以
前
と
比
べ
て
金
遣
い
が
荒
く

な
っ
た
り
、
使
い
道
を
言
わ
ず
に
小

遣
い
を
せ
び
っ
た
り
し
な
い
か
。

　
◎
服
装
や
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
必
要

以
上
に
気
に
し
た
り
、
着
方
が
く
ず

れ
て
い
な
い
か
。
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黒
熱
　

所
得
税
の

・三置著

特
別
減
税

　
今
回
、
昭
和
五
一
二
缶
分
所
得
税
の

特
別
浅
税
か
行
な
わ
れ
、
次
の
金
額
か

還
d
ヨ
・
、
れ
る
こ
と
｝
一
な
う
ま
し
た
、

　
特
刊
、
く
税
額
孤
、
本
人
か
六
千
円
、

埠
全
量
家
配
偶
者
や
扶
養
親
族
は
一
人

に
つ
》
・
二
．
一
下
円
と
し
て
刮
算
し
た
金
額

て
す
、
た
セ
し
、
納
め
た
所
得
税
額
の

ん
か
少
な
い
と
玉
．
・
は
、
そ
の
税
額
ま
て

と
な
一
ま
ず

　
な
お
、
利
了
・
配
当
な
こ
の
源
泉
分

引
渓
税
の
所
得
税
ま
還
口
甲
・
・
れ
ま
せ
ん

　
　
還
付
方
法
と
手
続
き

一
　
　
一
7
リ
ー
マ
ノ
の
場
合

　
八
一
箆
の
パ
日
り
．
日
帽
現
’
仕
て
昨
任
－
と
同

㌧
会
社
に
勤
務
し
て
h
る
人
は
、
六
弓

～
七
月
頃
勤
務
先
か
、
っ
還
付
ふ
党
、
れ
ま

丁
　
給
与
以
外
に
所
得
か
あ
っ
た
り
、

ニ
テ
的
以
一
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
’
、
h

る
た
み
確
定
申
告
を
し
た
人
て
、
動
務

先
か
ら
裏
写
き
れ
る
金
融
か
特
別
減
税

頷
よ
り
少
な
い
人
に
は
、
そ
の
不
足
分

か
Σ
と
同
し
力
法
て
選
得
山
込
、
れ
ま
す

　
ま
た
、
例
え
ま
雑
損
控
除
や
医
町
費

控
除
を
受
ナ
る
た
め
に
確
定
申
告
書
を

提
出
し
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ノ
の
よ
う
に
、

特
別
城
税
額
か
少
な
く
な
．
9
人
に
つ
h

，洲三』

迅蔓

謎
謎

て
は
、
税
房
署
か
ら
ツ
て
の
旨
か
勤
務
先

に
通
知
き
れ
、
そ
れ
に
基
つ
h
て
還
付

キ
・
㌔
れ
ま
す

2
　
事
業
所
得
者
な
ご
確
定
申
告
を
し

　
　
て
い
る
人
の
場
合

　
事
業
所
得
者
な
と
確
定
申
告
を
し
て

納
税
し
た
人
は
、
税
務
7
か
ら
特
別
減

税
に
つ
い
て
の
通
知
か
あ
り
ま
す
　
そ

の
際
、
同
封
愚
・
」
れ
た
還
付
請
求
君
に
所

要
の
事
唄
を
記
入
し
て
税
務
署
に
提
出

し
て
く
お
㌻
・
㌔
い
。
お
り
か
え
し
税
務
署

か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知
p
白
か
送
ら
れ

て
｝
、
・
ま
す
ゑ
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
郵
便

局
’
、
受
取
る
こ
と
に
な
う
ま
す
．

1
3
　
そ
の
他
の
人
の
場
合

　
次
の
よ
う
な
人
は
、
特
別
減
税
を
受

」
る
た
め
に
は
確
定
申
告
を
す
る
こ
と

か
必
要
て
す
　
こ
の
場
合
、
確
定
申
告

書
二
勤
務
先
か
発
行
し
た
「
源
泉
徴
収

票
」
や
【
給
与
支
払
明
細
書
一
を
添
星

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
④
昭
和
五
十
二
任
分
の
給
与
の
税

　
　
金
に
つ
い
て
年
末
調
整
を
受
3
て

　
　
い
る
か
、
今
任
の
五
月
末
ま
て
て

　
　
退
職
し
た
人

　
（
旦
　
昨
年
中
途
て
退
職
し
た
人
な
と

　
　
源
泉
微
熱
き
れ
た
給
与
の
三
余
に

　
　
つ
h
て
任
末
調
整
を
受
ナ
な
い
二

　
　
と
と
な
っ
て
h
る
人

　
⑪
　
昨
年
、
給
与
に
対
す
る
源
泉
徴

　
　
収
の
税
金
、
ぽ
な
い
か
、
退
職
余
の

税
令
を
漂
泉
徴
収
ぜ
、
、
れ
て
h
る
人

税
務
大
学
生
募
集

　
人
事
院
て
は
、
今
昼
も
例
任
と
お
り

「
税
務
大
学
較
普
通
科
　
の
学
生
募
集

を
行
な
い
ま
す
。

　
税
務
大
学
校
は
、
国
家
公
務
員
採
用

初
級
試
験
の
「
税
務
職
［
に
合
格
し
た

人
か
、
税
務
の
専
門
教
倉
を
受
け
る
た

め
に
入
校
す
る
学
校
て
す
。

　
在
学
期
間
は
一
年
て
、
民
法
、
商
法

経
済
学
な
と
の
基
礎
科
目
や
税
法
な
と

の
専
門
科
目
の
ほ
か
に
、
文
学
、
美
術

体
育
の
一
般
秤
目
も
あ
，
）
ま
す

　
在
学
中
は
、
田
家
公
務
員
と
し
て
給

与
か
支
給
き
れ
、
教
科
書
や
教
材
も
血
、

償
て
、
も
ち
ろ
ん
学
費
は
要
り
ま
せ
ん

　
受
験
資
格
は
、
昭
和
三
十
．
．
．
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
ま

て
に
生
ま
れ
た
男
子
て
す
．

　
第
一
次
試
験
は
、
十
月
↓
日
（
日
）

に
熊
本
、
八
代
、
大
分
、
宮
崎
、
都
城

鹿
児
島
、
名
瀬
の
各
市
こ
お
い
て
行
な

わ
れ
ま
す
　
試
験
は
、
高
等
学
校
奪
業

程
唆
の
教
貧
試
験
、
適
性
試
験
、
国
文

試
験
と
な
（
．
て
い
ま
す

　
ま
た
、
第
二
次
試
験
は
ト
一
月
卜
旬

か
ら
中
旬
に
よ
、
”
け
て
熊
本
、
大
分
、
宮

崎
、
鹿
児
島
の
谷
市
に
お
い
て
人
物
試

験
、
身
体
検
査
か
行
わ
れ
ま
す

　
受
験
願
書
の
受
付
は
、
七
月
十
、
一
日

か
ら
七
月
二
↑
一
日
ま
て
て
す
か
、
詳

し
く
は
、
能
、
本
国
税
局
、
又
は
税
烙
署

に
お
問
い
合
せ
く
お
∫
・
、
い

　
　
　
　
（
税
務
課
・
延
岡
税
務
署
）

’

｛
山
陰
尋
常
高
等
小
学
校
b

｝チ又　

ｽ
し
ろ
一
ハ
ト
任
余
り
前
の
学
校
の

プ
こ
と
て
、
先
生
の
名
前
3
。
忘
れ
て
し

～
ま
っ
た
か
、
木
村
ノ
テ
（
寺
原
ノ
ケ
）

プ
先
生
た
け
か
健
存
し
て
∵
2
ノ
し
つ

　

雪
る
の
て
す
　
先
生
は
羽
坂
出
身
て
宮

チ
二
女
己
」
師
範
羊
校
第
一
回
卒
業
生
セ

冗　
一
ノ
た
そ
う
て
、
本
村
と
し
て
は
特
記

’

　
鰐
轄
あ
梯
薦

、
生
は
尋
常
一
年
の
時
と
四

ノ
年
生
の
時
に
教
え
を
受
ナ

リ

兜
て
い
る
の
て
す
か
、
遠
h

プ
昔
話
し
と
云
っ
て
も
い
い

凡
て
し
ょ
う
先
生
は
宮
崎

ザ　
巾
に
子
供
き
ん
乃
に
守
ら

～
卵
れ
て
元
気
て
い
ら
れ
ま
す

～　

Z
長
先
生
は
、
中
島
矩

凶
英
充
生
と
か
今
西
学
先
生

、
だ
の
記
憶
か
あ
う
ま
す
。

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庫

れ
た
占
園
の
い
の
二
衣
、
を
・
＼
み
に
行
チ

つ
た
の
て
す
、
亡
く
な
っ
た
早
堀
松
㍉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葛
引
と
よ
く
行
一
・
た
も
の
て
、
途
中
デ

て
ハ
ケ
ノ
を
・
、
ろ
く
う
返
し
、
．
↓
度
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

も
一
．
一
岐
も
水
く
み
こ
行
｝
．
・
、
掃
除
に
プ

間
に
合
わ
ず
先
生
に
叱
ら
れ
た
も
の
曝

三
宏
時
折
下
の
役
場
に
遊
び
に
工

’．

ｽ
3
」
ジ
、
し
た
か
、
両
銭
ナ
』

リ
口
幅
銭
ナ
ー
リ
丁
美
、
，
べ
声
ヤ

て
読
み
あ
げ
る
声
、
カ
チ
カ
チ
ぼ
し
チ

山踏
1詫」L弛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
舎
は
勿

切
論
木
造
校
舎
て
教
室
と
教
室
の
境
は

～
大
き
い
戸
て
仕
切
ら
れ
、
儀
式
の
丁

掛
ゐ
掌
外
し
て
式
場
を
作
”
⇔
と

芽
・
有
様
て
、
ふ
・
ん
の
授
岬
未
時

－～

ﾉ
は
、
隣
み
教
室
醒
し
声
か
聞

訊
え
る
と
占
っ
た
賑
や
か
な
教
室
風
景

“
て
あ
う
ま
し
た

ツ
掃
除
か
大
変
、
し
た
．
井
戸
か
あ

兜
つ
た
の
は
、
寺
原
旺
屋
ふ
・
・
ん
と
高
森

ナ
酒
屋
て
λ
位
し
か
鷹
か
つ
た
当
時
、

～
学
校
に
は
後
に
な
・
て
・
ン
昇
・

帯
気
嵩
選
管

へ

品
か
並
＼
て
塗
し
・
．
・
∴

日
露
戦
役
の
戦
利
品
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
那
の
鉄
“

鉋
、
・
ノ
；
四
四
、
剣
、
日
本
の
デ

三
八
式
銃
等
珍
、
ご
、
・
」
の
ぽ
か
鳥

て
し
た
．
高
等
科
生
徒
か
木
銃
を
博
ヂ

一・

ﾄ
、
兵
式
訓
練
を
受
ナ
て
、
ま
し
唖

た
か
・
今
じ
て
思
え
ま
懐
し
い
田
＝

出
ど
う
し
て
大
正
六
年
を
迎
え
・
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

羽
坂
、
迫
野
内
の
＝
．
校
合
併
と
な
り

く
そ
ろ
ば
ん
の
昌
、
役
場
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

と
い
う
所
は
賑
や
か
な
と
チ

こ
ろ
セ
と
の
記
憶
か
残
つ
　
蒔

露
ガ
ー
て
～

も
、
運
動
場
ま
今
の
役
場
辱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
広
廷
よ
う
少
し
広
い
程
ヂ

度
て
、
円
い
運
動
場
を
ヶ
　
辱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ル
グ
ル
走
る
の
て
こ
つ
形
チ

そ
の
ま
ま
て
し
た
・
　
母

職
員
室
の
廊
下
に
戦
想

・
陰
尋
等
等
小
道
明
連
年
《

よ
り
の
警
の
牙
旗
を
経
，
、
覆
山
下

な
っ
た
の
て
あ
う
ま
す
。
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
（
次
号
羽
坂
小
学
校
）
　
㍉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
甲
鶴
男
）
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

町報とうこう
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　『臥
β　イ

ゆぎ
r
、

博
いい

見
r

骸

超えてます

　福紙区出口の三浦ピサ丁き〆しの

家ては、カラスと犬が同居生盾

　このカラスは、知人からもらっ

たこ・なをミルクで育てえづげした

ものですか、ワンちゃんの背中に

乗ったう、しつぼをつついてふぎ

けたりして遊ふ光景は、見ていて

’乏ほえましくな）ます．

　三浦きんは大の動物好き．以前

は猪も飼っていたこともあう、「ま

た何か飼いまずヨーとのこと

　近いうちに、また変った動物か

お目見えしそうてす、

捨てるは簡単

　国道327弓線、東郷病院から約

100ηz日向寄）の道路わきに郷十

叉化の標識か立っています．

　これは、町青協（会長本多柳二

くん）か6月17日・18日に研修を

行ない、道路わきに捨てられてP’

たあきかんなとを収集した際に’1

てたものてす

　捨てるのは簡単てすか、拾うの

は大変なこと／　この標識にこみ

られた願いをこわすことのないよ

うに、迫路に限らずみんなて郷迂

の）、化につとめた翫・ものてす

←

轟灘
籍
．

・
、
》

，
馨
蔑

塞

．
青
協
だ
，
よ
〃
．
．
、

げ
　
　
　
　
聾
－
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
’
㌧
　
ぜ

今
月
の
う
ご
き
（
7
月
行
事
）

▽
河
川
消
掃
　
　
7
月
9
日

▽
郡
青
年
研
修
去

　
　
7
月
得
日
～
1
6
日
（
レ
］
一
」
」
陛
田
）

▽
翫
圭
月
色
ハ
レ
i
不
ー
ル
ー
入
A
訣

　
　
7
月
3
0
日
（
東
郷
剛
）

報
　
告

　
ヵ
月
．
f
一
日
に
各
地
区
対
抗
青
墨

ハ
ノ
ー
＋
ー
ル
人
会
か
十
一
チ
；
ム
こ

よ
r
ノ
て
盛
大
こ
行
な
わ
れ
ま
し
た

　
ま
た
、
試
合
終
了
後
、
国
大
去
の
選

手
選
考
ノ
コ
か
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

　
口
入
∠
の
奴
績
と
郡
人
会
出
場
逮
丁

は
つ
㍉
、
－
の
と
お
》
て
す

　
▽
町
人
玄
成
績

　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
　
1
5

　
決
　
　
勝
　
寺
迫
B
　
　
　
坪
谷
B

　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
　
1
8

過
労
い
ね
む
り
運
転
の
防
止

　
梅
南
あ
↓
と
と
も
に
暑
い
夏
に
な
一

暑
き
と
睡
眠
不
足
な
と
か
ら
牽
大
事
故

か
多
く
な
〕
ま
す
．

▽
自
分
て
充
分
休
目
い
を
と
る

▽
あ
く
一
、
）
ま
要
注
音
　
過
労
連
碁
の
未

　
期
疽
状
な
の
て
す
（
連
転
を
や
め
る

△
夜
ふ
か
し
は
暑
き
と
あ
わ
せ
て
居
眠

　
運
転
か
信
加
す
る

▽
連
転
申
眠
く
’
、
二
、
・
、
篭
、
理
と
、
h

　
的
地
に
行
こ
う
と
し
て
目
的
地
直
前

　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
　
7

　
．
．
付
決
定
越
表
　

福
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
　
1
2

▽
翫
大
会
出
場
遮
手
名

　
男
子
H
海
野
宏
　
海
野
満
朗
　
海
劉

傑
　
溝
口
良
市
　
甲
、
木
誠
（
寺
）
　
矢

野
博
　
直
野
蛤
二
　
直
野
義
久
（
福
）

篁
三
二
ゐ
　
福
良
公
一
（
小
）
里
、
木
ぎ
、

平
　
佐
藤
孝
（
迫
）
寺
原
政
志
（
羽
）

園
田
静
汰
　
古
田
憲
三
（
田
）
佐
藤
欣

一
　
海
野
真
吾
（
越
）
海
野
洋
文
　
阿

力
文
男
　
酒
井
孝
　
偏
田
富
夫
　
稲
田

政
志
　
現
須
騒
人
（
坪
）

　
女
了
－
1
甲
、
木
洋
一
寸
　
田
氏
百
合
了

（
寺
）
塩
月
美
子
　
藤
原
の
り
子
（
碍
）

甲
斐
実
千
伏
　
木
村
逸
子
　
池
田
幸
代

（
小
）
渡
辺
洋
子
　
占
川
京
子
　
林
律

代
（
鶴
）
佐
藤
辰
代
（
迫
）
小
野
弘
子

寺
原
貞
喜
　
寺
原
美
智
子
（
羽
）
小
川

秀
了
　
矢
野
・
、
〕
と
み
（
田
）
矢
野
千
徳

気
野
騨
子
（
坪
）
橋
口
銀
美
　
海
野
久

・
天
子
（
越
）

　
て
事
故
を
起
し
た
例
か
あ
る

▽
新
鮮
な
孔
7
紙
を
吸
う
こ
と
は
よ
い
か

　
窓
の
全
開
て
風
を
ま
と
も
に
芝
け
る

　
と
疲
れ
か
多
く
な
る

▽
若
者
か
涼
と
ス
リ
ル
を
求
め
暴
走
す

　
る
の
も
こ
の
時
期
　
保
護
者
は
夏
く

　
注
了
し
す
る

▽
冷
え
た
ヒ
ー
ル
の
美
味
し
い
時
期
て

　
あ
る
か
飲
酒
連
転
は
絶
対
や
め
る

▽
ノ
ー
ト
ヘ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ノ
ト
は
自

　
分
の
命
を
守
る
3
。
の
　
必
ず
着
用
す

　
る
よ
う
に
す
る

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
竹
り
夏
不
の

交
通
事
故
防
止
を
拍
進
し
ま
し
・
・
）

　
　
　
　
　
（
山
陰
歌
祭
自
騎
右
所
）
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…
お
し
ら
せ

…
■
鍾

……農
業
委
員
会
委
員

選
挙
の
説
明
会

…
i
一

　
　
㎝

　
　
翻

　
　
一

　
　
…

　
　
一

　
　
…

　
　
…

　
　
一

　
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
七
月

十
五
日
で
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
選
挙
が
七
月
十
四
日
全
国
い
っ
せ

い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
選
挙
の
日
程
は
、

　
▽
選
挙
期
日
の
告
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
七
日

　
▽
立
候
補
届
出
の
受
付

　
▽
立
候
補
届
出
の
締
切
　
七
月
八
日

　
▽
投
票
日
　
　
　
　
　
七
月
十
四
日

と
な
り
ま
す
。

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
こ
の
選

挙
の
立
候
補
予
定
者
を
対
象
に
、
立
候

補
手
続
き
な
ど
選
挙
全
般
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
つ
y
、
め
と
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
、
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
立
候
補
届
出
に
必
要
な
様
式

は
、
当
日
会
場
で
配
付
し
ま
す
。

　
▽
日
時
　
7
月
3
日
午
前
1
0
時
か
ら

　
▽
場
所
　
中
央
公
民
館
二
階
会
議
室

　
　
　
　
　
（
町
選
挙
管
理
委
員
会
）

狩
猟
者
講
習
会

　
昭
和
五
十
三
年
度
の
狩
猟
者
講
習
会

が
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
き
れ
ま
す
の
で

希
望
者
は
受
講
き
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
▽
初
心
者

日
時

場
所

8
月
1
6
日
午
前
9
時

8
月
1
7
日
午
前
9
時

日
向
建
設
会
館

　
　
　
（
日
向
市
南
町
）

▽
経
験
者

　
日
時
9
月
1
日
午
前
9
時

　
場
所
　
日
向
建
設
会
館

交
通
事
故
関
係
巡
回
相
談

　
県
交
通
安
全
対
策
室
で
は
、
交
通
事

故
で
お
困
り
の
か
た
の
相
談
相
手
と
な

っ
て
、
正
し
い
事
故
措
置
に
つ
い
て
助

言
し
た
り
、
関
係
機
関
へ
の
あ
っ
せ
ん

を
行
な
う
た
め
の
巡
回
相
談
を
つ
ぎ
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
交
通
事
故
処
理
で
お
困
り
の
か
た
は

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
▽
日
時
　
7
月
2
8
日
　
1
0
時
～
1
5
時

　
▽
場
所
　
町
老
人
福
祉
館

安
全
な
電
気
の
使
用
を

　
九
州
電
力
で
は
、
電
気
を
安
全
に
使

用
し
て
も
ら
う
た
め
次
の
こ
と
を
よ
ぺ
）

か
け
て
い
ま
す
。

　
漏
電
は
、
痛
ま
し
い
感
電
事
故
や
火

災
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、
漏

電
を
瞬
時
に
感
知
し
て
電
気
を
自
動
的

に
し
ゃ
断
ず
る
「
漏
電
し
ゃ
断
器
」
を

取
付
け
て
い
れ
ば
安
全
で
す
。

　
特
に
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
漏

　
電
し
ゃ
断
器
を
取
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
水
気
の
あ
る
場
所
や
湿
気
の
多
い
場

　
所
で
電
気
機
器
を
使
用
す
る
場
合
。

▽
電
圧
二
〇
〇
V
の
電
気
を
屋
内
で
使

　
用
す
る
場
合
．
、
　
（
大
型
ル
ー
ム
エ
ア

　
コ
ン
な
ど
）

▽
水
気
の
あ
る
も
の
を
取
扱
う
電
気
機

　
器
。
　
（
洗
濯
機
な
ど
）

▽
多
数
の
人
が
触
れ
る
電
気
機
器
。

　
（
自
動
販
売
機
な
ど
）

▽
土
間
に
設
置
す
る
機
器
。
　
（
カ
ッ
タ

　
一
、
乾
機
燥
、
送
風
機
な
ど
）

　
取
付
け
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
九

　
電
、
電
気
工
事
店
に
相
談
す
る
。

◎
　
・

④
豊

　
　
ド
～
拶

＝　　
　
　
　
気
2

蟻　I
I－rヤ〆塑塁π－

c
r
　
　
　
」

じ
・
0

子
供
会
リ
ー
ダ
ー
と
育
成

指
導
者
の
実
技
講
習
会

　
町
子
供
会
育
成
連
絡
協
議
会
で
は
、

夏
休
み
申
の
活
動
を
も
り
あ
げ
る
た
め

子
供
会
リ
ー
ダ
…
と
育
成
指
導
者
の
宿

泊
講
習
会
を
次
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。

▽
期
日
　
7
月
愛
日
～
2
3
日

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

今
月
の
税
金

固
定
資
産
税
　
　
2
　
期

納
期
限
　
7
月
5
1
日

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

▽
仲
深
の
橋
ロ
マ
ツ
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
（
シ
ヅ
さ
ん
・
8
9
歳
ご
死
去
）

▽
羽
坂
の
三
原
武
雄
さ
ん
か
ら

　
　
　
（
友
市
さ
ん
・
6
7
歳
ご
死
去
）

▽
坪
谷
の
富
山
正
さ
ん
か
ら

　
　
　
（
イ
セ
さ
ん
・
8
1
歳
ご
死
去
）

今
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
　
　
　
7
月
1
8
日
（
火
曜
日
）

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

．一一一 ﾜちのうこぎ一ヂー
ゑ　　　　　　　　　　一
1人・6，71。人・一・…

！　男　3，285人　（＿11）；

と

l！　女　3，425人　（一16）：

1世帯数1，749戸（一4）

153年，月、日現在

　　　（　　）は対前月比

島一一；駄ρゾ．～nズ；～　．～ゴジー

藩
、
．
，
六
　
欝
齢

釦
†
α
フ
ー
・
選
養
踊
帯
皆
・
…
遅
・

　
　
　
　
　
　
5
月
届
出
分

割r煕新橋「 ﾔ

　　　　　ち原越木名口　　　　　や

瓢艦袋
久重金昭一父’
　　　　　の
雄．義喜夫雄名

羽福迫福小住
聴隔鷺所

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

結
婚
お
め
で
と
う

伊福1

　　氏
藤谷1

藤
　
　
本
　
　
千

日
　
　
高
　
　
ち

岩
　
　
田

金
　
　
丸

管橋

口

名

福要裕当

代二美信

ち至愛
つ

る秋子集

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

住
所
．

鶴
野
内
㎜

小
野
用

鶴
野
亙

北
浦
町

延三
岡野
市田

福福

瀬瀬

橋西黒岩岩高
口井木田本瀬氏

シ防毒ス名
ヅ進工昭子ギ
8976695・699・奮

仲小追福福寺4住
深舗一灘迫暫
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